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配電用油入変圧器取扱説明書

ご使用前にこの取扱説明書を必ずお読みください。

また、この取扱説明書は大切に保管してください。
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警  告

注  意

注  意

　据付，運転，保守，点検などの前に必ずこの取扱説明書と，その他の付属書類をすべて熟読

し正しくご使用ください。機器の知識，安全の情報そして注意事項のすべてについて習熟して

からご使用ください。

　お読みになった後は，お使いになる方がいつでも見られるところに保管してください。

　この取扱説明書では，安全注意事項のランクを「警告」「注意」として区分してあります。

　　　　　　　　　　　：取扱いを誤った場合に，危険な状況が起こりえて，死亡又は重傷を

　　　　　　　　　　　　受ける可能性が想定される場合。

　　　　　　　　　　　：取扱いを誤った場合に，危険な状況が起こりえて，中程度の障害や

　　　　　　　　　　　　軽傷を受ける可能性が想定される場合及び物的損害だけの発生が想

　　　　　　　　　　　　定される場合。

　なお，　　　　　　　に記載した事項でも，状況によっては重大な結果に結びつく可能性が

あります。

　いずれも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。

 警告ラベル
　警告ラベルは，変圧器本体へ貼付けて表示していますのでラベルの有無をご確認ください。

　もし，警告ラベルの文字が不鮮明となったり紛失した場合は，販売者へご発注ください。

　また，バスダクト，ダイヤル温度計（内調式）を付属した製品は，上記警告ラベルの他に

バスダクト，ダイヤル温度計それぞれの個別警告ラベルを貼付けて表示していますので，変圧

器本体へ貼付けた警告ラベルと同様にお取扱いください。なお，警告ラベルの貼付位置は，

次のとおりです。

　・変圧器本体………………………カバー又はタンク

　・バスダクト………………………バスダクトのカバー

　・ダイヤル温度計（内調式）……端子箱

●

●

　電気はあらゆる分野で使用されており，配電用変圧器のわずかな不調でも及ぼす影響は

甚大となります。従って，運転に支障が起きないよう以下に示す要領でお取扱いください。

安 全 上 の ご 注 意
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警   告

注   意

（全　般）

運搬，配置，配管，配線，運転・操作，保守・点検，修理，分解の作業は，

電気設備の施工，関連法規など原理及び機能の知識，並びに技能をもった人

が実施してください。

感電，けが，やけどのおそれがあります。

活線状態で作業しないでください。必ず電源を切り，主回路端子を接地し作

業してください。

感電のおそれがあります。

（運　転）

充電部に近づかないでください。

感電のおそれがあります。

（保守・点検）

保守・点検を行うときは電源を切り，主回路端子を接地してください。

感電のおそれがあります。

●

●

●

●

（参照ページ）

　（12Ｐ－7）

　（12Ｐ－7）

　（12Ｐ－7）

　（12Ｐ－7）

（運　搬）

つり上げは，必ず指定された方法及び手順を守ってください。

落下，転倒によるけがのおそれがあります。

運搬・移動のときは，転倒防止策を施してください。

転倒によるけがのおそれがあります。

（据　付）

つり上げは，必ず指定された方法及び手順を守ってください。

落下，転倒によるけがのおそれがあります。

（運　転）

タンク，放熱器などの金属部に触れないでください。

やけどのおそれがあります。

変圧器に電源を投入する際には，短絡電流相当の過大な励磁突入電流が流れ，

この頻度が多くなりますと，変圧器に悪影響を及ぼします。

電源投入の頻度は必要最少限（点検時等）にしてください。

なお，電源を頻繁に投入する使用方法をご検討の場合はお知らせください。

（移　設）

つり上げは，必ず指定された方法及び手順を守ってください。

また，腐食しているつり耳は使用しないでください。

落下，転倒によるけがのおそれがあります。

（廃　棄）

本製品を廃棄する場合は，産業廃棄物として処理してください。

●

●

●

●

●

●

●

（参照ページ）

　（12Ｐ－4）

　（12Ｐ－4）

　（12Ｐ－4）

　

（12Ｐ－7）

（12Ｐ－4）
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表　　１

区　　 分 空気温度（℃）

最  高  温  度

日間平均温度

年間平均温度

40

35

20

注  意

1　現地据付時の保守・点検

　1．1　設置場所の状況確認

　　1．1．1　空気温度

　　　　変圧器の冷却方法は，自冷式で，冷却媒体には

　　　空気を用いているため運転中の巻線及び油温度が

　　　規定温度以下になるよう，空気温度を表１に示す

　　　値以下にする必要があります。

　　　　変圧器が屋内に設置される場合は，建物やキュー

　　　ビクル内部は，十分な通風・換気をする必要があ

　　　ります。

　　　　通常，自冷式変圧器は，損失1ｋＷ当り毎分３

　　　m
3

程度以上の通風・換気量が必要です。

　　1．1．2　設置場所の状況

　　　　設置場所に応じて，次の仕様を確認する必要が

　　　あります。

　　　　⑴　屋内・屋外設置

　　　　　　変圧器には屋内用と屋外用があり，屋内用

　　　　　は，屋外では使用できません。

　　　　⑵　塩じんなどによる汚損が著しい場所

　　　　　　汚損状態において気中絶縁部分が耐えるか，

　　　　　また，耐塩じん塗装であるかを確認します。

　　　　⑶　変圧器の騒音・振動が他の施設に影響する

　　　　　場所

　　　　　　このような場所では，変圧器基礎部に防振

　　　　　ゴムなどを取り付けます。また，防振ゴム取

　　　　　付け時は，防振性能を確保するため，及び

　　　　　地震の際に変圧器が振れ端子やがい管を損傷

　　　　　させないよう，母線との接続部にはフレキシ

　　　　　ブルリードを用いてください。

　　　　⑷　変圧器の設置間隔

　　　　　　他の変圧器，構造物との距離は，30㎝以上

　　　　　程度とし，冷却が妨げられないようにします。

　　　　⑸　変圧器の据付及びハンガーつり固定

　　　　　　基礎が，変圧器の質量及び地震に対して考

　　　　　慮して設計施工されているか確認します。

　　　　　ハンガーなどを用いて変圧器をつり固定す

　　　　る場合は，指定のボルトで強固に締付けます。

1．2　製品が現地に到着したときの点検

　　運搬車から降ろす前に，必ず次の点検を行い，異

　常がある場合は，販売店，工事業者又は弊社までご

　連絡ください。

　　⑴　輸送中の取扱いによる損傷の有無

　　⑵　仕様及び数量

　　⑶　タンク，放熱器の外傷の有無

　　⑷　各種付属品の変形，破損，脱落などの有無

　　⑸　油漏れの有無

　　⑹　塗装の傷及びはく離の有無

　　⑺　吸湿呼吸器の吸湿剤変色の有無

　　⑻　予備品の数量

1．3　据付及びハンガーつり固定に際しての注意事項

　　⑴　変圧器をつり上げる場合は，タンク側面に設

　　　けた全体つり耳を全数使用し，カバー上の中身

　　　つり手で全体をつらないでください。

　　⑵　急激なつり上げ，つり降ろしは避け，かつ変

　　　圧器が転倒しないように十分注意してください。

　　⑶　つり上げロープなどによる損傷，変形がない

　　　よう十分な保護を行ってください。

　　⑷　フォークリフトを使用する場合は，フォーク

　　　を変圧器ベースの下に差し込むか，又は運搬台

　　　（パレットなど）に載せ，転倒防止を施してか

　　　ら運搬してください。（放熱器には，絶対にフォー

　　　クをかけないでください。）

　　⑸　防振ゴムを付属しているものは，移動時に苛

　　　酷な荷重が防振ゴムに加わらないように注意し

　　　てください。

　　⑹　基礎の寸法，形状及び端子配列などを確認し

　　　てください。

　　⑺　据付け面の傾斜は，3/1000以下にしてくだ

　　　さい。

　　⑻　変圧器に乗ったり，足を掛けたりしないよう

　　　にしてください。

　　⑼　変圧器の上部及び近辺で作業を行うときは，

　　　変圧器に覆いをするなどして，物の落下による

　　　損傷を防止してください。
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注  意

表２　絶縁抵抗の判定基準

測　定　巻　線 判　定　基　準

高圧巻線－低圧巻線間

高圧巻線－大地間

10MΩ以上低圧巻線－大地間

1000MΩ以上

表　　３

試　験　電　圧 試　験　方　法

最大使用電圧の1.5倍の電圧

（500V未満となる場合は、500V）

試験電圧を連続して

10分間加える。

　　　⑽　基礎ボルトあるいはハンガー金物などを介し

　　　　て固定する場合は，指定のボルト・ナットで確

　　　　実に締付け固定後，回り止めをしてください。

　　　⑾　変圧器の端子に直に銅帯などの母線を接続す

　　　　ると，端子やがい管を損傷することがあります

　　　　ので行わないでください。（フレキシブルリー

　　　　ドの使用をお奨めします。）

1．4　据付後の点検

　　　変圧器を所定の位置に据付け，別送の付属品があ

　　る場合は，その取付け作業を行った後，次の点検を

　　行います。

　　　⑴　タンク，放熱器の外傷の有無

　　　⑵　塗装面の傷の有無

　　　⑶　付属品の破損，脱落及び変形の有無

　　　⑷　部品の取付け誤りの有無

　　　⑸　締付け部各所の異常の有無

　　　⑹　受電する予定の電圧（入力電圧）にタップが

　　　　設定されているか。三相器については，各相と

　　　　もタップ電圧が合致しているか。

　　　⑺　タップ切換接続部のボルト・ナットの緩みの

　　　　有無

　　　⑻　ハンドホール部のガスケットの損傷の有無及

　　　　び締付けは適正か。

　　　⑼　油面位置は正常か。

　　　⑽　温度指示は正常か。

　　　⑾　防振ゴムの取付け状態は適正か。

1．5　据付後点検時における注意事項

　　　⑴　使用した工具類の置き忘れを防ぐため，使用

　　　　前後に個数の確認・記録を行ってください。

　　　⑵　内部点検の際は，工具及び所持品などを変圧

　　　　器内部に落下させないようにしてください。ま

　　　　た，夏季には汗などの滴下にも注意してくださ

　　　　い。

　　　⑶　タップ電圧の確認あるいは変更のために，開

　　　　放したカバー又はハンドホールカバーの再取付け

　　　　に際しては，取外し前と同じ位置へセットし片

　　　　締めにならないように均等に締付けてください。

1．6　運転開始前の試験

1．6．1　絶縁抵抗測定

　　　1000Ｖ，2000ＭΩ以上の絶縁抵抗計を用いて測

　　定します。測定は，変圧器を母線から切り離し，

　　図１のように接続して行います。絶縁抵抗は，温

　　度により著しく異なりますので，油温を記録して

　　おきます。

　　　35℃以下における目安値を表２に示します。

1．6．2　耐電圧試験

　　　絶縁抵抗が判定基準値以上であることが確認で

　　きた後，供試巻線と他の巻線・タンク間に，表３

　　の試験電圧を印加して，これに耐えるかを試験し

　　ます。なお，他の巻線とタンクは接地しておきま

　　す。試験周波数は，50Ｈz，又は60Ｈzとします。

1．6．3　極性，相回転試験

　　　⑴　極性試験（単相変圧器）

　　　　　極性確認は並行運転の接続，又は三相結線

　　　　の場合に必要で，減極性を標準としています。

　　　　試験は図２のように接続し，交流200Ｖ程度

　　　　の電圧を必ず高圧側に加え，電圧E１，E２を

　　　　読み取ります。

　　　　　この場合，E１＞E２のときは減極性で，　

　　　　E１＜E２のときは加極性です。

備考.　移設品に対しては，図5を適用します。
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図１　絶縁抵抗の測定 図２　極性試験

図３　三相変圧器の角変位試験

⒜　高圧巻線－低圧巻線間 ⒝　高圧巻線－大地間 ⒞　低圧巻線－大地間
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　　　　⑵　位相変位試験（三相変圧器）

　　　　　　位相変位試験は，三相変圧器に対して行い

　　　　　ます。図３に示すように高圧側の端子（Ｕ）

　　　　　と低圧側の端子（ｕ）を接続し，高圧側から三

　　　　　相200Ｖ程度の電圧を加え，各端子間の電圧

　　　　　を測定し，ベクトル図，又は電圧計算式によ

　　　　　り角変位を確認します。

　　　　⑶　相回転試験（三相変圧器）

　　　　　　相回転試験は，三相変圧器の場合に必要で，

　　　　　相回転計を使用します。相回転計がなければ，

　　　　　小形の三相誘導電動機を利用しても試験でき

　　　　　ます。いずれの場合も，高圧側から電圧を加

　　　　　えたときの低圧側の回転方向と対応する低圧

　　　　　端子に電圧を加えたときの高圧側の回転方向

　　　　　とが一致すればよいことになります。

　　　　　　低圧側に電圧を加えるときは，高圧側に誘

　　　　　起する電圧をあらかじめ算定しておき，感電

　　　　　事故が起こらないよう十分に注意してください。

2　運転開始後の保守・点検

　2．1　保守・点検時の注意事項

　　　⑴　保守・点検にあたっては，危険な作業を伴い

　　　　ますので，事前に綿密な計画を立て，人命及び

　　　　機器の安全に注意することが肝要です。

　　　⑵　充電時の保守・点検は，充電部から1.0ｍ以

　　　　上の距離を確保してください。

　　　⑶　停電時の保守・点検の前には，変圧器及び関

　　　　連機器が電路から切り離されているか確認し，

　　　　再投入できないよう操作用電源を切るか，ロッ

　　　　クなどの安全措置を講じます。次に，電路電圧

　　　　に適した検電器により無電圧であることを確認

　　　　するとともに，誘導や静電作用に対し，安全を

　　　　図るため，必ず端子に接地線を接続してください。

　2．2　運転開始直後の点検

　　特に，次の項目について点検します。

　　　⑴　騒音が異常に高くないか。⑴

　　⑵　異常な振動はないか。⑴

　　⑶　異常な臭気はないか。

　　⑷　端子部に過熱による変色はないか。

　　⑸　温度指示は正常か。

　　⑹　油面指示は正常か。

　注⑴変圧器を電源に投入する際に，まれに大きな音

　　や振動が発生する場合がありますが，これは励磁

　　突入電流の影響であり，変圧器の異常ではありま

　　せん。

2．3　日常点検

　　日常の保守・点検は，運転中に外観を点検し，異

　常があれば適切な処置が必要です。

　　日常点検項目例を表４に示します。

2．4　定期点検

　　定期的に運転を停止して行う点検で，日常点検で

　はできない通電部分を主体に詳細に異常の有無を調

　査するもので，少なくとも年1回は実施します。な

　お，運転開始後，第１回目の点検は２～３ヶ月後に

　行い，その状態を把握しておきます。

　　定期点検項目例を表５に示します。

3　保守・点検基準

3．1　変圧器の絶縁劣化のプロセス・原因

　　変圧器中身の経年劣化は，主に巻線を構成してい

　る導体被覆や巻線間スペーサなどの絶縁物の劣化に

　よって決まります。なお，劣化の原因としては，主

　に次のことが考えられます。

　　⒜　熱による劣化

　　⒝　吸湿による劣化

　　⒞　酸素の吸収による劣化

　　⒟　部分放電による劣化

　　⒠　機械的応力による劣化

　　これらの原因は，単独の場合より重なり合ってい

　ることが多く，この中で最も大きく影響を及ぼすも

　のは，熱による劣化です。なお，吸湿及び酸素の吸

　収により熱劣化が促進されます。

　　図４に絶縁物の劣化のプロセスを示します。

警  告

注  意
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表　４　　 日 常 点 検 項 目 例

点検項目

運転状況

変 圧 器

温　　度

１回／日

音，振動 １回／日

１回／日

油 劣 化

防止装置
１回／月

異常値指示

異常温度上昇

振動・共振音

鉄心びびり

放電音

その他

高い鉄心（励磁）音

計器の故障 修理又は交換

その他 原因を究明し対策を施す

その他 原因を究明し対策を施す

過電圧 タップの切換

設置の不安定 安定設置

過負荷又は異常電流 負荷の低減

締付部の緩み 増締め ⑶

接触面不良 研磨・再めっき・清掃 ⑷

異常電圧の侵入又は発生 原因を究明し対策を施す ⑵

原因を究明し対策を施す

塗膜の劣化 所定の塗料で補修

清掃・交換

修理又は交換

共振

局部過熱

吸湿

共振条件の除去

巻線内部異常 原因を究明し対策を施す ⑵

原因を究明し対策を施す ⑵

接地工事を完全に行う

修理又は交換

油追加

原因を究明し対策を施す ⑵

原因を究明し対策を施す 

原因を究明し対策を施す ⑵

計器の故障 修理又は故障

過負荷
負荷の低減・相間のバランス・

容量の増加

負荷機器のサージアブソーバや

振動防止回路の定数などを改善

サイリスタ等を使用した

負荷機器

ガスケット交換

増締め

吸湿剤（シリカゲル）再処理

又は交換

ガスケット劣化

緩み

計器の故障

油漏れ

接地不完全

部分放電発生

電圧・電流・周波数・

力率・周囲温度の確

認又は記録

吸湿呼吸器・呼吸口

の点検

部品等の破損・脱落

の有無

吸湿剤（シリカゲ

ル）変色

温度の確認と記録

異常音発生の有無

臭　　気 １回／日

絶 縁 油 １回／月

外観点検 １回／月

異常臭気発生の有無

油漏れの有無

油面位置の確認

端子部異常の有無

がい管の目視

放電痕の有無

発錆の有無

小動物形跡の有無

シール不良

異常値指示

油つぼの油不足

過熱による変色

汚損・破損

頻　度
内　　容 原　　　因 対　　　　　策

点 検 の 要 点
異　常　発　見　時　の　判　定　と　対　策

注⑵   必要に応じて変圧器の運転を停止し，販売店，工事業者又は弊社まで御連絡ください。

注⑶   ブッシング端子のボルト締付けトルクは，付表１の値としてください。ハンドル碍子の締付けは手で締め切ってください。

注⑷   電線を外して再接続する際には，端子は，清掃又は再めっき，電線導体部分は研磨及び清掃を行ってください。
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表　５　　 定 期 点 検 項 目 例

図　４　　 劣 化 の プ ロ セ ス

点検項目

巻　　　線
絶縁抵抗測定

誘電正接測定

破壊電圧測定

酸価測定

油中ガス分析

切換操作

図５による

図６による

３. ４による

３. ４による

３. ６による

動作不良

絶縁油・絶縁物の吸

湿・劣化

吸湿・劣化

絶縁油劣化

変圧器内部異常など

故障

絶縁油のろ過又は交換

ブッシングの清掃

ろ過又は交換

交換

弊社と協議

修理又は交換

増締め

ガスケット交換・増締め

ガスケット交換・増締め

ガスケット交換・増締め

油追加

吸湿

塗膜の劣化

有害ガスの存在

塩分の付着

所定の塗料で補修

ガス侵入の防止

耐塩処理の強化

過負荷

緩み

接触面不良

故障

油漏れによる低下

故障

負荷の低減

増締め ⑶

研磨・再めっき・清掃 ⑷

清掃・交換

修理又は交換

原因を究明し対策を施す

修理又は交換

接続部緩み

ハンドホール

気密不良

ガスケット劣化・

緩み

ガスケット劣化・

緩み

ガスケット劣化・

緩み

吸湿剤（シリカゲ

ル）変色

吸湿剤（シリカゲル）

再処理又は交換

端子の過熱による

変色

シール不良

シール不良

がい管の汚損・破損

不良

油面異常

油つぼの油不足

発錆・腐食

緩みの点検

シール部点検

吸湿呼吸器・呼吸口の

点検

油漏れ・発錆の有無

目視による異常の有無

指示・動作確認

目視点検

絶　縁　油

タ　ッ　プ

切 換 装 置

油　劣　化

防 止 装 置

タ ン ク ・

放　熱　器

ブッシング

温　度　計

油　面　計

内　　　　容 原　　　　因 対　　　　　策
点  検  の  要  点

異　常　の　判　定　と　対　策

無負荷損

雷サージ

開閉サージ

部分放電

電　界

負荷損

周囲温度

電気的

機械的

応　力

熱

外気

油中水分

吸　湿

外気

絶縁油

酸　化

絶 縁 物
の 劣 化
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3．2　絶縁抵抗

　　　従来から絶縁劣化の検出法の１つとして，絶縁抵

　　抗の測定が行われています。これは，劣化の傾向を

　　把握する１つの要素とはなりますが，これだけで劣

　　化を判定することは困難です。許容値の目安を図５

　　に示します。

　　　測定値が低く出たときは，絶縁油の吸湿によるこ

　　とが多いので油の体積抵抗率，水分量も測定し，判

　　断することが望まれます。

3．3　誘電正接（ｔａｎδ）

　　　誘電正接（ｔａｎδ）は変圧器巻線（絶縁油も含

　　む）の吸湿に関係し，ｔａｎδの大きいものは，ほ

　　とんど絶縁抵抗値が低下しています。許容値の目安

　　を図６に示します。

3．4　絶縁油の劣化判定

3．4．1　絶縁破壊電圧

　　　絶縁油の破壊電圧低下は，直接，変圧器の破壊

　　電圧低下となって現れますので注意を要します。

　　　JIS C 2320（電気絶縁油）では，油の絶縁破壊

　　電圧値は30kＶ以上（球状電極径12.5㎜，電極間

　　ギャップ2.5㎜）となっており，この値以上に保

　　つことが必要です。保守と処理を十分行えば，破

　　壊電圧を40～50kＶに保つことができます。

　　　また，破壊電圧は，油中の水分及び不純物によ

　　り大きく左右されますので，これだけで劣化の判

　　定をすることは困難です。

3．4．2　酸価

　　　酸価0.2までは，スラッジの発生はほとんど

　　ありませんが，0.2を超えるとスラッジの発生は

　　徐々に進行し，0.4程度以上になると急激に進行

　　します。図７に劣化傾向の一例を示します。これ

　　から見るとほぼ年0.02程度増加していますが，機

　　器の形式，保守の程度，設置場所などにより相違

　　があります。

図５　変圧器絶縁抵抗許容値の目安

図６　ｔａｎδ－温度特性曲線

　　　　〈高圧巻線に適用〉
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表６　絶縁油の酸価の判定基準

図７　絶縁油の酸価

正　常　な　絶　縁　油

再生又は交換しなければならない

早急に再生又は交換しなければならない

0.3未満

0.3～0.5

0.5超過
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1,000

500
400
300

200

100

50

10
10 20 30 40 50 60 70 80

油　温〔℃〕

不良

良
6.6kV以上
22kV未満

（開放式の場合の一例）

0.6

0.5

0.4

0.3

0.2

0.1

0
0 5 10 15 20 25 30

酸
価
〔
㎎
 K
O
H
/ 
g
 〕

経　年〔年 〕



Ｓ1016－8
1 2P－11

　3．4．3　体積抵抗率

　　　　絶縁油の体積抵抗率は，変圧器の絶縁に直接関

　　　係するもので，変圧器の絶縁抵抗値に大きく影響

　　　します。

　　　　体積抵抗率は，絶縁抵抗と同様，温度上昇とと

　　　もに低下します。表７に体積抵抗率の判定基準を

　　　示します。

3．5　油中水分

　　　油中水分は，絶縁破壊電圧に大きく影響し，水分

　　の増加は，絶縁破壊電圧の低下を意味します。

　　　また，水分が多くなればそれだけ絶縁油及びその

　　他の絶縁材料の劣化も促進されます。このように油

　　中水分の増加は，すべての面に悪影響を与えますの

　　で，絶縁油の受入れ，保管，運転開始後などあらゆ

　　る段階で水分管理をする必要があります。

　　　表８に油中水分量の判定基準を示します。

3．6　油中ガス分析

　　変圧器内部に局部過熱や部分放電などの異常が発

　生すると，これらに接している絶縁物が劣化分解し，

　化学反応ガスが発生します。このガスの一部は絶縁

　油中に溶解するので，油中ガス分析を行ってトラブ

　ルの度合や種類，ならびに経年劣化が判定できます。

　ガス分析は，高電圧大容量変圧器の管理によく用い

　られる手法であり，一般にはガス分析器を所有して

　いるか，定期的管理のための分析を外部機関に依頼

　できる場合に適します。

　 <参考> 　変圧器の更新推奨時期は，日本電機工業会

　では，正常の使用状態で，使用開始後20年とされて

　います。

以上3.3～3.5項までの試験方法は，J I S C 2101

（電気絶縁油試験方法）を御参照ください。

表７　体積抵抗率の判定基準（50℃）

表８　油中水分量の判定基準

単位：Ω・㎝

良　　　好

要　注　意

不　　　良

１×1012　    超過

１×1011～１×1012

１×1011　    未満

単位：ppm

良　　　好

要　注　意

不　　　良

40未満

40～50

50超過

付表１　ブッシング端子のボルト締付トルク基準値

ねじ材質 呼び径 締付トルク（N・m） 主な適用箇所

低圧ブッシング端子

高圧ブッシングの平板端子

高圧ブッシングの電線挿入型

端子

鋼

M10

M12

M16

30±10％

52±10％

130±10％

M10 19±10％黄　銅
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お問合せ・ご相談は…

北海道支社

東北支社

東京支社

関西支社

九州支社

沖縄支社

本社・工場

〒060-0061

〒980-0004

〒104-0042

〒530-0004

〒810-0013

〒900-0012

〒486-8666 愛知県春日井市愛知町１番地

北海道札幌市中央区南一条西10－4－184（愛知電機札幌ビル 5F）
宮城県仙台市青葉区宮町1－1－20
東京都中央区入船3－10－9（新富町ビル 2F）
大阪府大阪市北区堂島浜1－4－4（アクア堂島東館 19F）
福岡県福岡市中央区大宮2－1－32
沖縄県那覇市泊1－12－7

TEL 0568－35－1181　 FAX0568－35－1258AICHI ELECTRIC CO., LTD.

アイチの技術者はいつでも待機していますから、お気軽にご相談ください

TEL 011－241－0451　 　  FAX 011－281－1086

TEL 022－222－2243　 　  FAX 022－711－3171

TEL 03－3537－1811　 　  FAX 03－3537－1813

TEL 06－7670－3430　 　  FAX 06－7670－6057

TEL 092－531－2565　 　  FAX 092－531－2573

TEL 098－867－2328　 　  FAX 098－860－1041


